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看護科案内 

質の高いリハビリテーション看護のために 

 
 



 ごあいさつ         
                           

広島市立リハビリテーション病院       

総看護師長  

            奥田 加世  

 

当院は回復期医療を担う、100 床のリハビリテーション病院です。 

患者さんやご家族の気持ちに寄り添った思いやりのある看護を実

践しています。そのためには、専門的知識・技術やコミュニケーショ

ン能力が必要になります。個々に対応した育成プランで知識とスキルを高め、成長を支援しています。 

一人ひとりが自分らしく輝き続けられることを大切に考え、看護の楽しさややりがいを感じてもらえ

るような職場を目指しています。思いやりの心、一人ひとりを大事に思う心は患者さんにも職員間でも

同じです。このような温かい職場で一緒に歩んでくださる皆さんをお待ちしています。 

 

    

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 病棟紹介 

中途障害のある患者さんが自立して社会生活を過ごせるように、 

専門性の高いリハビリテーション看護を提供しています 

私たちリハビリテーション看護師は、疾患だけではなく、「その人らしさとは何か」を考えながら、

時には家族のように寄り添い看護を行っています。また、チーム医療の一員として多職種と協働し、

同じ目標が達成できるよう日々話し合いを重ねています。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

継続教育 
年間教育計画に基づき、人材を育成しています。学習効果として、講義形式で 10％、見たこと

は 15％、体験したことは 80％、教えたことは 90％身につくと言われており、自己学習したもの

を各自講師になり、伝達する方法を行っています。救急看護、移乗の技術指導、口腔ケア、摂食・

嚥下ケアなど、内容は充実しています。 

個々の看護師が継続的に成長できるように、５段階のクリニカルラダーも構築しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

看護科の理念 
 

私たちは、利用者の皆様の立場を尊重し、 
「その人らしい生活」の再構築をするため 

質の高いリハビリテーション看護を提供します。 

バランスボールを用いた 

ムーブメントプログラムの実践 

 

上肢の麻痺がある方へ 

装具を使用して食事を 

摂取出来るように介入 

リハビリ時間以外での歩行訓練を

実施して生活へ取り入れる 

BLS 研修 ノロウイルス対応研修 



 

 教育方針  

新人看護師教育 

マンツーマンのプリセプターシップを取っている当院で育ってみませんか？ 
 

社会人一年生の大切な一年は看護の技術や知識はもちろんのこと、組織的役割を遂行する力を 

身につけるように丁寧に支援していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

             

 
      

 

  

               

     

 

 

 

 

 

 

  

入職してから慣れないことも多く不安を感じていましたが、プリセプター
の先輩方が気にかけてくださり、相談しやすい環境で働いています。患者
さんとの関わり方、看護技術、回復期リハ看護などわかりやすく丁寧な指
導と助言をいただき、学びを得ることができています。看護技術はチェッ
クリストを用いて評価していただき、振り返りの時間を作っていただいて
いるため、自立して行える看護技術が増えてきました。 
 

プリセプターという役割をいただき、はじめは緊張もありましたが、プ
リセプティだけでなく、自分自身がたくさんの気づきや学びがあり、現
在はお互いが成長できている様に感じています。プリセプティ指導で
は、ポジティブフィードバックを心がけています。はじめは不安もある
と思いますが、回復期リハ看護のたのしさややりがいを感じながら、素
敵な看護師になれるように全力でサポートしていきたいと思います。  

  新人看護師の日常 
 

同期で支え合い、 

1 年間頑張りました。 

2 年目になった今も同

期は大切な存在です。 

現在も切磋琢磨しな

がらお互い成長出来

るように頑張ってい

ます。 

基本的なフィジカルアセスメントや

の急変時の対応など、様々な場面の臨

床現場を実際に想像しながらプリセ

プターの指導の下、学んでいます 

図書室には沢山の参考書がおいて

あるので、分からないことがあれば

勉強をすることが出来ます。 

わかることが増えると嬉しいし、 

やる気が出ます！ 

日々の業務の分からないことは、同じチ

ームの先輩に聞き、学びを深めています。 

2 年目になりできることが増えました！ 



 

  認定看護師・回復期リハビリテーション看護師の紹介 

認定看護師は、熟練した看護技術と専門的な知識を用いて、看護現場において実践・指導・相談を行

います。 

現在は、摂食・嚥下障害看護認定看護師 1 名、脳卒中リハビリテーション看護認定看護師 1 名、 

皮膚・排泄ケア認定看護師１名、認知症看護認定看護師１名、回復期リハビリテーション看護師 2 名

（回復期リハビリテーション病棟協会認定）が活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
      

 

  

               

     

 

摂食・嚥下障害看護認定看護師： 
「口から食べられる」から「自分で食べる」
を多くの方の目標として、セルフケア拡大に
向けての支援にも力を入れています。これは、
円滑な退院支援にもつながることです。入院
された患者さんが、充実した生活を送ること
ができるように、「口から食べる」ための支援
を一緒に行っていきましょう。 
 

 

皮膚・排泄ケア認定看護師： 
これから新しく看護の世界に入られる皆様
へ。看護の世界はより細分化、専門化されて
いきます。ぜひご自分の方向性を見出し、看
護の発展に貢献できる人材となれるよう一緒
に頑張っていきましょう。共にお仕事ができ
る日を楽しみにしています 

脳卒中看護認定看護師： 
脳卒中で障害を抱えた患者さんやご家族の
方々に「その人らしさ」を取り戻せる生活再構
築へ向けた看護の提供や、再発予防指導を行っ
ています。一緒に頑張りましょう。 
 

回復期リハビリテーション看護師： 
回復期リハビリテーション病棟協会が掲げる「看護・介護 10 か条」
をより多く「できている」といえるよう日々のケアの質向上に取り組
んでいます。 
看護師が多職種と協働し、回復期リハビリテーション看護が楽しい、
やり甲斐があると思えるような職場づくりを目指し、ケアの質向上に
つながるよう日々活動しています。 
 

 

認知症看護認定看護師： 
障害を持った高齢者の方の入院が増えてい
ます。住み慣れた環境から離れ、不安な思い
を持ち懸命にリハビリに取り組まれていま
す。そんな頑張る高齢者の方のお力になりま
せんか。一緒に愛のある高齢者看護を実践し
ていきましょう 
 


